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ISIが20ミリ秒からなる 2連発刺激により初めて、 18ミリ秒および40ミリ秒と 2峰性
の反応として出現した。これは補足運動野から下位運動ニユーロンにいたる複数の経路
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応として出現した。これは補足運動野から下位運動ニユーロンにいたる複数の経路を反
映していると考えられる(原著 19)。
2) m"甜葉底部言語野の機能解析
優位半球における側頭葉底部言語野の機能を皮質電気刺激にて検討した結果、漢字と
かな文字の認知は側頭葉底部でも異なる電極において処理され、漢字の認知処理過程は
図形・絵の意味認知に共通する要素があることを、皮質電気刺激の結果から明らかにで
きた(原著 14)。
3)諸動濠行のかめの相営刺激諜択認知における外側運動前野の機能介化
難治てんかん患者の術前検索の一環として、視覚対刺激に対して反応させる課題を用
いて、ヒトの運動前野を中心に刺激に伴う運動関連脳電位および誘発電位記録を硬膜下
電極によって記録した。第1刺激後、経時的に視覚刺激の知覚、運動選択のための視覚
刺激の識別、運動の準備、運動の遂行に関連する神経活動が、外側運動前野内で吻側か
ら尾側ヘ向かつて経時的に記録された。これは通常の高頻度皮質電気刺激による mapping
では把握できない、外側運動前野内で経時的に吻側から尾側へと認知から運動関連機能
への機能分化の構築が示唆された(原著22)。
4)運動準備におけあ外側非一次運動野の機能
運動の準備中および運動遂行中の脳波活動を、それぞれ運動準備電位および脳波筋放
電coherence解析にて検討した結果、外側非一次運動野(特に area44)は主に陽性の極性
の運動準備電位を発生するが運動遂行中には筋放電との coherenceを示さないことがわか
り、運動準備電位を発生する一次運動野との機能的相違をより明らかにできた(原著2
1 )。
( 3 )臨床てんかん学における病態研究
補思i軍動野手持作の病熊研窃:臨床的に補足運動野発作を呈する症例には明らかに頭頂
後頭葉病変を伴う場合があり、発作時脳血流SPECT検査により頭頂後頭葉病変から前頭
葉へのてんかん性活動の進展によることを明らかにした(原著2)。さらに、難治の補足
運動野発作に対して硬膜下電極を留置しててんかん焦点を同定して焦点切除術を施行し
た症例においても、てんかん原性焦点は補足運動野そのものよりもむしろその近傍の病
変等から進展してくることが多いことを明らかにした(原著 10)。
下頭市後言言葉由来のでんかん発作の臨床特徴:二次体性感覚野より 2cm後方の下頭頂
後頭葉由来のてんかん発作は二次体性感覚野由来のてんかん発作と臨床症状からは区別
できなかったが、体性感覚野誘発電位あるいは解剖学的点より両者が異なることが示さ
れた(原著 17)。
-12-
( 4 )今後の展望
個々の課題の今後の展望は研究成果の各項目の最後に記した。てんかん発作の症状は
焦点が存在する皮質機能を反映してはいるものの、てんかん性活動の興奮あるいは抑制
の程度により変容して症状として出現してくる O 同様の機能変容は非てんかん性運動異
常症においても考えられる O また発作症状は大脳皮質問の進展のみでなく皮質下構造(例
えば基底核や脳幹)への進展により多重的な症状発現を示し、これも非てんかん性運動
異常症と類似する O 今後はてんかん焦点の病態の研究のみでなく、皮質問ネットワーク
の関与について検討することにより、てんかん発作のみでなく非てんかん性運動異常症
(突発性運動異常症)の症状発現機構を明らかにできることと期待する O また今後も同
様にてんかん焦点による大脳皮質局在機能の可塑性の検討をはじめ、てんかん病態の研
究と正常の高次大脳機能の臨床研究は、治療上も益々てんかん外科をはじめとして大き
な貢献をもたらすものと期待される O
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